
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．研修の実施
○ パイロット調査実施に向け、調査の企画・設計に関する研修（各国農業統計
担当者）、データ収集⽅法（調査員）についての研修を実施します。

２．パイロット調査の実施
○ 対象国の統計システムの整備状況に基づき、SDGs指標の整備に必要な調査
⼿法の開発及び開発された⼿法によるパイロット調査を実施し、調査結果の評
価・分析を⾏います。

３．国別ワークショップの開催
○ パイロット調査で把握した課題を踏まえ、調査の全国展開に向けた提⾔を作成
します。

アセアン地域における持続可能な農業推進のための調査⽀援事業
【令和2年度予算概算決定額 12（12）百万円】

＜対策のポイント＞
アセアン地域において、SDGsの⽬標達成に向け、農業⽣産性向上や持続可能な農業の推進に向けたデータを整備し、施策⽴案の基礎資料に⽤います。

＜政策⽬標＞
３か国で、SDGs指標の整備に必要な調査⼿法の開発、調査を実施するための研修、パイロット調査の実施［令和3年度まで］
パイロット調査結果の評価・分析⼿法が確⽴されることを踏まえ、対象国で全国展開に向けた提⾔を作成［令和3年度まで］
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⽇本（100％）

⽬標２.4
（持続可能な⾷料システム
の確保・強靱な農業の実践）の実現

データ収集の
円滑化を⽀援

ASEAN
事務局

指標２.4.1
（⽣産的で持続可能な農業の下に
⾏われる農業地帯の割合）の増加

データ
・農産物の販売価格
・⽣産量、作付⾯積
・労働⼒・労働時間
・肥料・農薬投⼊量
・光熱動⼒作⽤量
・農業機械投⼊量

現状は⽀援対象国(CLM)
で算定⽅法未整備

［お問い合わせ先］（１）⼤⾂官房海外投資・協⼒グループ（03-3502-5913）
（２）⼤⾂官房統計企画管理官 （03-3502-8092）

⽇本
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パイロット国
・ SDG指標整備に必要な調査
⼿法の導⼊

・ 全国展開に向けた提⾔作成

地域ワークショップ
・ 各国⽐較可能なデータ収集
⼿法の検討
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